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　谷川俊太郎さんの詩、三篇（なんでもいいひとつ、ピカソ、にじ）を歌にしました。これらの詩

は私の胸の中で飛び跳ね、羽ばたき、とぼとぼ歩き、立ち止まり、微笑み、泣き、すぅーっと透明

になっていきました。そして、そんな思いが私の中のずぅっと深いところで引きこもっていたもう

一人の私、作曲家の「びわ」を外の世界に導き出してくれました。「谷川俊太郎」と「びわ」の春

の野原に迷い込んだような世界がこの曲に触れた人の胸の中に広がることを願っています。
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